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軍
記
物
語
に
描
か
れ
た
武
士
像

│　『
平
家
物
語
』
と
『
太
平
記
』
に
お
け
る　
│

于　
　
　
　
　

君

（
受
理
日
二
〇
一
四
年
十
月
二
日
）

 

一　

な
ぜ
「
武
士
像
」
を
研
究
す
る
の
か

　
「
忠
」と「
孝
」と
い
う
両
概
念
に
つ
い
て
、日
本
で
は
多
く
の
場
合
、「
孝
」よ
り
も「
忠
」

が
重
要
視
さ
れ
、中
国
で
は
「
孝
」
の
方
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
、と
一
般
的
に
言
わ
れ
る
。

　

か
つ
て
、
日
中
両
国
で
、「
忠
」
と
「
孝
」
の
矛
盾
が
発
生
し
た
際
に
、
両
者
を
ど
う

位
置
づ
け
る
か
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
一
般
的
に
は
中
国
に
お
い
て

は
、「
孝
」
は
長
い
間
に
絶
対
的
優
位
を
保
ち
続
け
て
き
た
と
言
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
戦

国
時
代
で
は
、
家
族
秩
序
と
君
臣
関
係
に
お
い
て
「
孝
」
は
「
忠
」
と
矛
盾
し
、
両
者
が

対
抗
関
係
を
持
つ
場
合
に
は
、「
忠
」が「
孝
」を
成
し
遂
げ
る
手
段
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、

孝
よ
り
下
位
に
あ
る
と
さ
れ
る
一
。
一
方
、
日
本
に
お
い
て
も
、
江
戸
時
代
の
儒
者
た
ち

の
間
で
は
、「
忠
」
と
「
孝
」
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
か
と
の
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
、

忠
孝
無
二
・
忠
孝
一
致
も
強
調
す
る
が
、
実
質
的
に
「
忠
」
の
優
位
が
主
張
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
二
。
ま
た
、明
治
期
の
「
忠
」「
孝
」
概
念
の
理
解
の
さ
れ
方
を
示
す
一
例
と
し
て
、

新
渡
戸
稲
造
の
『
武
士
道
』
が
あ
る
。
氏
は
著
書
の
中
で
、「
中
国
で
は
儒
教
が
親
に
対

す
る
服
従
を
も
っ
て
人
間
第
一
の
義
務
と
な
し
た
に
対
し
、
日
本
で
は
忠
が
第
一
位
に
置

か
れ
る
と
、
グ
リ
ッ
フ
ィ
ス
の
述
べ
た
の
は
ま
っ
た
く
正
し
い
」
三
と
述
べ
て
い
る
。
続

い
て
、
こ
れ
を
説
明
す
る
た
め
、
新
渡
戸
は
「
忠
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
孝
な
ら
ず
、
孝
な

ら
ん
と
欲
す
れ
ば
忠
な
ら
ず
」と『
大
日
本
史
』の
中
に
描
い
た
平
重
盛
を
と
り
あ
げ
、「
武

士
道
は
忠
を
選
ぶ
に
決
し
て
逡
巡
し
な
か
っ
た
」
四
と
述
べ
る
。
こ
の
新
渡
戸
の
言
葉
は
、
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「
忠
」
を
重
ん
じ
る
武
士
の
心
性
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
現
在
に
お
い
て
は
、
新
渡
戸
の
『
武
士
道
』
は
実
際
の
「
武
士
」
の
思
想
と

は
関
係
な
く
、
同
書
に
お
け
る
「
武
士
道
」
は
、
明
治
国
家
体
制
を
根
拠
に
生
ま
れ
、
再

構
成
さ
れ
た
「
武
士
道
」
で
あ
り
、い
わ
ゆ
る
日
本
の
国
民
道
徳
を
語
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
利
用
さ
れ
た
側
面
が
あ
る
、
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
今
日
使

わ
れ
る
「
武
士
道
」
と
は
、
一
体
何
を
指
す
の
か
。

　
「
武
士
道
」
に
は
、
実
は
定
ま
っ
た
定
義
が
な
く
、
捉
え
る
視
点
に
よ
っ
て
そ
の
解
釈

も
大
き
く
異
な
る
五
。
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
武
士
道
」
解
釈
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
武

士
の
内
的
精
神
面
に
着
目
し
て
述
べ
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
武
士

道
」
と
は
、「
武
士
」
の
精
神
を
指
し
て
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
在
で
は
、

日
本
文
化
・
日
本
人
を
論
じ
た
代
表
作
と
さ
れ
る
新
渡
戸
の
『
武
士
道
』
は
、
歴
史
上
の

実
体
と
し
て
の
「
武
士
」
と
結
び
付
け
て
議
論
す
る
際
に
は
、
批
判
の
厳
し
い
対
象
と
も

な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
い
間
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
り
続
け
、
対
西
洋
を
意
識
し
て
、

日
本
あ
る
い
は
日
本
人
を
西
洋
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
新
渡
戸
の
議
論
は
、「
武
士
」

ま
た
は
「
武
士
道
」
と
い
う
概
念
を
使
っ
て
論
じ
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。

実
際
、外
国
に
お
い
て
も
、日
本
（
文
化
）
を
研
究
す
る
際
に
、「
武
士
」
ま
た
は
「
武
士
道
」

は
、
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
な
の
で
あ
る
六
。

　

最
近
で
は
、
笠
谷
和
比
古
が
『
武
士
道　

侍
社
会
の
文
化
と
倫
理
』
の
中
で
、

二
〇
一
一
年
東
日
本
大
震
災
時
の
、
世
界
中
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
日
本
人
の
行
動
（
略

奪
や
奪
い
合
い
を
し
な
い
、
福
島
原
発
の
作
業
員
や
自
衛
隊
の
危
険
を
顧
み
な
い
行
動
な
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ど
）
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
よ
う
な
人
々
の
精
神
と
行
動
の
基
盤
に
は
、
他
国
に
お
け
る
そ

れ
と
は
異
な
る
文
化
特
性
が
あ
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
上
で
、「
こ
の
よ
う
な
行
動
や
心
性

の
背
景
に
思
い
を
い
た
す
時
、
日
本
の
社
会
と
文
化
の
歴
史
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
を

有
し
、
わ
れ
わ
れ
の
血
肉
と
も
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
精
神
と
行
動
を
律
す
る
特
有
の
文

化
原
理
、
す
な
わ
ち
武
士
道
と
い
う
も
の
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
こ
れ
ら
の
問
題
を
理
解

す
る
事
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
七
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
日
本

人
／
日
本
文
化
の
あ
る
面
を
、「
武
士
道
」
か
ら
考
察
す
る
一
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

で
は
、な
ぜ
、新
渡
戸
は
日
本
人
の
道
徳
を
語
る
際
、「
武
士
道
」を
語
っ
た
の
か
。
な
ぜ
、

他
国
の
日
本
人
論
研
究
の
中
で
も
「
武
士
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
か
。
ま
た
、
な
ぜ
現

代
に
お
い
て
も
、
日
本
人
・
日
本
文
化
を
理
解
す
る
際
、「
武
士
道
」
が
重
要
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
か
。
な
ぜ
日
本
人
・
日
本
文
化
を
考
え
る
重
要
な
手
段
の
一
つ
が
「
武
士
」

で
あ
り
続
け
た
の
か
。
本
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
疑
問
を
出
発
点
と
し
て
、
日
本
に
お
け

る
「
武
士
像
」
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
る
。

二　

な
ぜ
近
世
以
前
の
「
武
士
」
な
の
か

　
「
武
士
」
は
、
十
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
の
長
き
に
わ
た
っ
て
実
在
し
て
お
り
、
当
然
、

時
代
に
よ
っ
て
「
武
士
」
の
気
質
も
変
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
中
で
も
本
研
究
で
は
、
近
世

以
前
の
「
武
士
」
の
思
想
／
姿
を
研
究
対
象
と
す
る
。
そ
れ
は
、
次
の
三
つ
の
理
由
か
ら

で
あ
る
。

　

第
一
に
、
戦
闘
を
本
分
と
す
る
と
さ
れ
た
武
士
に
と
っ
て
、
近
世
以
前
は
戦
の
多
か
っ

た
時
代
で
あ
る
た
め
、
ま
さ
に
戦
闘
者
た
る
武
士
の
気
質
を
最
も
よ
く
表
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
平
和
な
江
戸
時
代
に
生
き
た
「
武
士
」
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
儒
教
的
概
念

体
系
で
説
明
す
る
「
士
道
」
論
と
、戦
国
乱
世
に
理
想
の
武
士
像
を
見
い
だ
す
「
武
士
道
」

論
、
と
い
う
二
つ
の
対
立
す
る
「
武
士
」
に
関
す
る
議
論
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
武
士
論

に
対
し
、
菅
野
覚
明
は
、「
儒
教
的
な
士
道
は
、
戦
闘
者
と
し
て
乱
世
を
生
き
抜
い
た
武

士
た
ち
の
精
神
を
、太
平
の
世
に
ふ
さ
わ
し
い
人
倫
道
徳
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
。

一
方
で
、
武
士
道
は
、
乱
世
の
武
士
の
精
神
そ
の
も
の
を
継
承
し
よ
う
と
し
た
…
…
両
者

が
め
ざ
し
て
い
る
理
想
の
当
体
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
優
秀
な
武
士
た
ち
自
身
の
思
想
や

行
動
に
あ
る
。
み
ず
か
ら
が
優
れ
た
武
士
と
な
る
た
め
に
、
か
つ
て
の
武
士
た
ち
を
手
本

に
す
る
と
い
う
点
で
、
武
士
道
と
士
道
は
全
く
一
つ
な
の
で
あ
る
」
八
と
指
摘
す
る
。「
か

つ
て
存
在
し
た
優
秀
な
武
士
」と
は
、ま
さ
に
平
和
な
近
世
以
前
の
時
代（
源
平
合
戦
時
代
、

戦
国
乱
世
時
代
）
に
生
き
た
「
武
士
」
の
こ
と
を
指
す
。
す
な
わ
ち
近
世
武
士
と
近
世
以

前
の
武
士
の
関
連
性
か
ら
、
近
世
の
「
武
士
」
の
形
成
を
考
え
る
前
に
、
ま
ず
は
、
近
世

以
前
の
「
武
士
」
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
中
世
武
士
の
思
想
に
つ
い
て
、
い
ま
だ
十
分
に
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
実
情
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
武
士
の
思
想
、
す
な
わ
ち
「
武
士
道
」
と
題
さ
れ
る
研

究
書
ま
た
は
「
武
士
」
と
関
わ
り
の
あ
る
書
物
九
を
概
観
す
る
と
、
圧
倒
的
に
近
世
に
書

か
れ
た
史
料
を
も
と
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
一
〇
。
一
方
で
、
中
世
の
武

士
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
面
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近

代
以
前
の
武
士
像
に
は
、
ま
だ
ま
だ
鮮
明
す
べ
き
点
が
多
い
の
で
あ
る
。

三　

軍
記
物
語
を
研
究
材
料
と
す
る
理
由

　

近
世
以
前
の
武
士
を
考
え
る
上
で
の
基
本
的
な
資
料
と
し
て
は
、
軍
記
物
語
一
一
、
武

家
家
訓
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
研
究
で
は
、
軍
記
物
語
を
武
士
研
究
の
材
料
と
し
て

利
用
す
る
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
家
訓
と
軍
記
物
語
の
制
定
時
期
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
家
訓
は
時
代
の

要
請
を
背
景
と
し
て
制
定
さ
れ
、
徳
川
幕
府
成
立
前
後
の
慶
長
か
ら
寛
永
の
四
十
一
年

間
、
お
よ
び
幕
藩
体
制
確
立
後
の
寛
文
か
ら
貞
享
の
二
十
七
年
間
に
書
か
れ
た
も
の
が
多

い
一
二
。
一
方
で
、
軍
記
物
語
は
平
安
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
間
に
生
成

さ
れ
、
ま
さ
に
戦
闘
者
た
る
武
士
に
つ
い
て
多
く
記
述
さ
れ
て
い
る
時
期
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
も
つ
性
質
の
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
初
期
の
武
家
家

訓
で
あ
る
「
六
波
羅
御
家
訓
」
一
三
を
見
る
と
、
部
下
・
仲
間
と
の
交
際
「
五　

恪
勤
ノ

若
ラ
ン
及
中
間
躰
ノ
者
ヲ
バ
少
々
ノ
咎
ヲ
バ
、ヲ
シ
、ヅ
メ
テ
、ス
コ
シ
ヲ
ド
ス
様
ニ
云
テ
、

細
々
ニ
勘
当
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
常
ニ
人
ヲ
勘
発
ス
レ
バ
、聞
及
者
ノ
近
習
ヲ
シ
タ
ガ
ラ
ヌ
也
。

惣
テ
ハ
ヂ
ア
ル
者
ニ
恥
ヲ
与
ル
事
停
止
ス
ベ
□
。
同
ク
仕
フ
□
ノ
イ
カ
ニ
少
ト
モ
、
恥
ア

ル
者
ノ
□
ヲ
バ
□
ナ
ダ
ラ
カ
ニ
ス
ベ
シ
。
召
仕
ヘ
バ
ト
テ
恥
ア
ル
□
ノ
ノ
子　
　

イ
ト
シ

ナ
キ
者
ヘ
シ
ゲ
ニ
イ
ワ
バ
□
思
ベ
シ
。
□
ツ
ミ
知
ル
ヤ
ウ
ニ
語
ヲ
カ
ケ
云
フ
ベ
□
。
漏
レ

聞
テ
□
悦
思
也
」
一
四
と
あ
り
、
他
に
も
会
食
、
飲
酒
、
文
芸
、
礼
儀
作
法
な
ど
具
体
的

な
生
活
の
多
方
面
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
家
訓
に
書
き

記
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
逆
に
実
際
の
戦
闘
場
面
ま
た
は
日
常
社
会
に
お
い
て
、
そ
れ

ら
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
は
お
お
む
ね
、
箇
条
書
き
且
つ
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軍記物語に描かれた武士像
―　『平家物語』と『太平記』における　―

説
教
的
で
あ
り
、
一
個
の
人
格
を
持
っ
た
武
士
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
そ
の
も
の
が
見
え

て
こ
な
い
。
他
方
、
軍
記
物
語
の
中
で
、
武
士
は
一
個
の
人
格
を
持
っ
た
戦
闘
者
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
。
実
際
に
そ
れ
ぞ
れ
心
情
を
持
っ
て
戦
っ
て
お
り
、
そ
の
姿
は
時
に
家
訓

に
記
さ
れ
た
あ
る
べ
き
姿
を
逸
脱
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　

第
三
に
、
生
成
過
程
の
問
題
で
あ
る
。
武
家
の
家
訓
は
、
父
祖
や
家
長
が
家
の
存
続
・

繁
栄
を
期
し
て
、
子
孫
・
一
族
あ
る
い
は
家
臣
に
宛
て
て
書
き
残
し
た
訓
戒
で
あ
る
。
こ

の
点
で
、
そ
れ
は
あ
る
個
別
な
武
家
内
部
と
い
う
限
ら
れ
た
空
間
に
生
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
。
一
方
、
軍
記
物
語
は
、
津
田
左
右
吉
が
述
べ
る
よ
う
に
、
物
語
の
作
者
が
権
力
と

権
力
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
人
間
と
を
離
れ
て
広
い
民
衆
の
見
地
か
ら
自
由
な
判
断
を

し
一
五
、
か
つ
、
種
々
の
作
者
に
よ
っ
て
複
雑
な
思
想
背
景
、
過
酷
な
戦
環
境
、
多
種
多
様

な
人
間
関
係
に
お
い
て
複
眼
的
に
描
か
れ
て
お
り
、多
く
の
受
容
層
を
持
つ
。
こ
の
点
で
、

軍
記
物
語
に
描
か
れ
た
武
士
の
思
想
は
、
よ
り
多
面
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

上
記
の
理
由
か
ら
、
戦
闘
者
と
し
て
の
武
士
の
姿
、
実
際
の
戦
の
場
面
に
お
け
る
生
き

生
き
と
し
た
姿
を
、
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
た
物
語
文
学
か
ら
読
み
と
る
こ
と
を
、
本
研

究
の
目
的
と
し
た
い
。

四　
『
平
家
物
語
』
と
『
太
平
記
』

　

軍
記
物
語
の
中
で
も
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
世
に
出
、「
四
部
の
合
戦
状
」
と
称
さ
れ
て
い

た
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』『
平
家
物
語
』『
承
久
記
』
の
内
、
本
研
究
で
は
、
そ
の

発
生
以
来
最
も
広
く
読
み
継
が
れ
、明
治
か
ら
国
民
的
叙
事
詩
に
ま
で
発
展
し
て
き
た『
平

家
物
語
』
と
『
太
平
記
』
を
研
究
材
料
と
す
る
。
十
三
世
紀
中
頃
（
一
二
四
〇
年
頃
）
に

成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
平
家
物
語
』
一
六
は
、
主
に
平
家
一
門
の
盛
衰
を
描
い
た
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
今
日
の
形
に
出
来
上
が
っ
た
『
平
家
物
語
』
は
、
そ
の
生
成
過
程
に
お
い

て
、
種
々
の
作
者
が
想
定
さ
れ
、
数
多
く
の
異
本
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
書
物
が
広
く
読

ま
れ
て
、
人
々
の
共
感
を
引
き
起
こ
す
の
は
、
よ
り
広
範
な
当
時
の
人
々
の
思
想
を
包
み

込
ん
で
作
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
武
士
に
つ
い
て
の
多
様
な
思
想
も
そ
の

中
か
ら
読
み
取
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
中
世
前
期
の
ほ
か
の
軍

記
物
語
の
遠
く
及
ば
な
い
と
こ
ろ
と
言
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、『
平
家
物
語
』
成
立
の
約
百
三
十
年
後
に
、
数
十
年
に
わ
た
る
南
北
朝
の
争

乱
を
描
い
た
『
太
平
記
』
が
生
ま
れ
る
。『
太
平
記
』
は
『
平
家
物
語
』
ほ
ど
数
多
く
の

異
本
を
持
た
な
い
が
、
同
じ
く
複
数
の
作
者
に
よ
っ
て
長
期
間
に
わ
た
っ
て
出
来
上
が
っ

た
物
語
で
あ
る
。
長
く
続
い
た
戦
乱
に
お
け
る
武
士
の
、
多
種
多
様
な
姿
が
描
か
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、『
平
家
物
語
』は
、琵
琶
法
師
に
よ
る
語
り
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
、『
太
平
記
』も「
太

平
記
読
み
」
に
よ
っ
て
語
ら
れ
普
及
す
る
一
七
。
両
作
品
は
と
も
に
「
語
り
」
を
通
じ
て
、

広
範
囲
に
伝
え
ら
れ
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
す
で
に
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
、『
太
平
記
』
に
は
『
平
家
物
語
』
を
踏
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
類
似
の
話
な
ど

が
多
く
見
ら
れ
る
。
他
方
、
両
作
品
に
は
共
通
点
が
あ
る
一
方
、
成
立
し
た
時
代
の
隔
た

り
や
社
会
・
思
想
背
景
な
ど
も
無
視
で
き
ず
、
武
士
そ
の
も
の
の
変
容
を
見
る
た
め
に
、

両
作
品
に
お
け
る
武
士
像
の
比
較
研
究
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

五　

両
作
品
中
の
武
士
は
い
か
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
か

　
『
平
家
物
語
』
は
、
明
治
時
代
以
降
、
い
わ
ば
国
民
的
叙
事
詩
と
し
て
読
み
な
お
さ
れ

る
過
程
で
、
そ
の
時
々
の
社
会
状
況
に
応
じ
て
、
作
中
の
武
士
が
、「
英
雄
」
ま
た
は
「
運

命
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
語
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
平
清
盛
・
木
曾
義
仲
は
英
雄
と
し

て
捉
え
ら
れ
た
一
八
。
ま
た
、
平
重
盛
、
平
知
盛
、
斎
藤
別
当
実
盛
は
運
命
の
予
言
者
と

捉
え
ら
れ
た
。『
太
平
記
』
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
戦
時
下
に
お
け
る
「
忠

君
愛
国
」
精
神
を
養
う
た
め
、
楠
木
正
成
・
正
行
父
子
が
そ
の
典
型
と
し
て
、
政
治
的
に

利
用
さ
れ
た
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
大
津
雄
一
は
『『
平
家
物
語
』
の
再
誕　

作
ら
れ

た
国
民
叙
事
詩
』
の
中
で
、
物
語
内
部
の
小
さ
な
「
声
」
が
、
外
部
の
要
求
に
答
え
て
大

き
く
増
幅
さ
れ
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
に
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
に
語
ら
れ
た
こ
と
は
、
物
語
の

持
つ
可
能
性
を
抑
圧
す
る
営
為
で
あ
っ
た
、
と
指
摘
す
る
。
こ
の
指
摘
は
、「
一
つ
の
声
」

で
物
語
を
読
む
こ
と
が
、
物
語
の
中
の
武
士
を
極
め
て
偏
っ
た
解
釈
に
導
く
こ
と
を
示
唆

す
る
。
そ
れ
は
、
物
語
に
描
か
れ
た
武
士
の
多
様
な
姿
を
見
失
う
危
険
に
陥
る
。

　

何
ら
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
た
よ
っ
て
、両
軍
記
物
語
の
中
の
武
士
を
解
釈
す
る
研
究
は
、

近
年
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
両
作
品
に
つ
い
て
、
国
文
学
に
お
い
て
は
、
主
に

成
立
論
、
諸
本
論
、
古
態
論
、
主
題
論
、
構
想
論
、
語
り
な
ど
の
視
点
か
ら
研
究
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
武
士
の
精
神
・
気
質
に
つ
い
て
両
物
語
の
中
か
ら
探
る
よ
う
な
研
究
は
あ

ま
り
見
か
け
な
い
。
他
方
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
両
軍
記
物
に
対
し
て
は
、
む
し
ろ
政

治
思
想
、
倫
理
思
想
、
社
会
思
想
的
な
立
場
か
ら
の
研
究
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
の
よ
う
な
軍
記
物
語
と

あ
わ
せ
て
、
そ
の
他
の
武
士
道
書
一
九
か
ら
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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と
も
あ
れ
、『
平
家
物
語
』
及
び
『
太
平
記
』
に
描
か
れ
た
武
士
が
、
そ
れ
ら
研
究
書

の
中
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
、
主
と
し
て
近
年
の
研
究
を
中
心
に
、
個
々
の

研
究
書
中
、
両
物
語
か
ら
引
用
材
料
と
し
て
考
察
さ
れ
た
部
分
に
焦
点
を
当
て
て
整
理
し

て
お
く
。

　

倫
理
思
想
史
の
相
良
亨
は
、『
武
士
道
』
二
〇
に
お
い
て
、
倫
理
学
の
立
場
か
ら
武
士
と

い
う
主
体
の
内
面
に
か
か
わ
る
「
武
士
的
な
る
も
の
」
や
武
士
の
気
質
、
そ
し
て
、
そ
の

精
神
構
造
・
姿
勢
を
解
明
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、『
平
家
物
語
』
の
実
盛
に
代
表
さ
れ

る
武
士
を
と
り
あ
げ
、「
名
を
重
ん
じ
、恥
を
知
る
」
武
士
の
気
質
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

相
良
は
、
こ
の
よ
う
な
武
士
の
気
質
は
、
時
に
敵
味
方
を
こ
え
て
、
主
従
の
場
を
も
は
な

れ
て
、
単
に
一
個
の
武
士
と
し
て
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
軍
記
物
語
に
し
ば
し
ば

見
ら
れ
る
「
坂
東
武
者
の
習
、
大
将
軍
の
前
に
て
は
、
親
死
に
子
討
る
れ
ど
も
顧
み
ず
、

弥
が
上
に
も
死
に
重
な
つ
て
戦
ふ
と
ぞ
聞
く
」
二
一
の
よ
う
な
台
詞
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ

は
武
士
の
「
名
の
み
を
惜
し
む
」
気
質
と
関
わ
る
と
す
る
。

　

武
士
道
を
研
究
対
象
と
す
る
日
本
思
想
史
学
者
小
澤
富
夫
は
、『
武
士　

行
動
の
美
学
』

（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
四
年
）
の
中
で
、
武
士
の
行
動
と
意
識
が
い
か
に
変
容
し

て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
源
平
時
代
の
武
士
か
ら
戦
国
乱
世
、
江
戸
時
代
末
期
ま
で
の

武
士
の
生
き
方
・
死
に
方
に
注
目
し
て
論
じ
て
い
る
。
小
澤
は
著
書
の
中
で
、『
平
家
物

語
』
の
中
に
も
描
か
れ
る
、
佐
藤
嗣
信
・
義
仲
や
今
井
兼
平
・
義
経
な
ど
の
武
士
を
と
り

あ
げ
、「
死
の
後
の
名
こ
そ
惜
け
れ
」
と
い
う
武
士
の
意
識
を
説
明
す
る
。
ま
た
、
敦
盛
・

忠
度
の
よ
う
な
武
士
の
出
立
の
晴
れ
姿
及
び
実
盛
の
立
派
な
最
期
に
は
、
死
の
潔
さ
を
覚

悟
し
た
者
の
み
が
も
つ
行
動
の
美
意
識
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、『
太
平
記
』
に

も
村
上
彦
四
郎
義
光
の
よ
う
な
死
を
い
さ
ぎ
よ
さ
と
す
る
武
士
が
数
多
く
登
場
す
る
と
述

べ
る
。

　
「
日
本
人
は
個
人
存
在
を
表
明
す
る
た
め
の
自
前
の
文
化
の
源
泉
」
二
二
を
、
中
世
に
お

け
る
サ
ム
ラ
イ
の
発
祥
か
ら
戦
国
・
江
戸
時
代
に
至
ま
で
の
過
程
の
中
に
発
見
し
よ
う
と

し
た
、
社
会
学
者
池
上
英
子
『
名
誉
と
順
応　

サ
ム
ラ
イ
精
神
の
歴
史
社
会
学
』
二
三
（
森

本
醇
訳
、N

T
T

出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
は
、
名
誉
を
重
ん
じ
る
武
士
の
歴
史
社
会
学
的

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
池
上
は
、『
平
家
物
語
』
な
ど
の
戦
記
文
学
中
の
武
士
は
、例
え
ば
、

一
番
乗
り
と
い
う
手
柄
の
た
め
競
争
相
手
で
あ
る
梶
原
源
太
景
季
を
騙
し
た
佐
々
木
四
郎

高
綱
の
よ
う
に
、
公
正
な
戦
い
の
ル
ー
ル
を
破
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
強
い
戦
士
と
し
て

の
「
名
」
を
あ
げ
る
、
と
い
う
当
時
の
人
々
の
考
え
が
あ
っ
た
た
め
、
作
品
の
中
で
は
批

判
さ
れ
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
今
井
兼
平
の
例
を
あ
げ
、
彼
の
名
乗
る
行
為
及

び
切
腹
に
近
い
自
殺
は
、「
名
誉
」
と
関
わ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、『
太
平
記
』
の
武
士
に

な
る
と
、
切
腹
と
い
う
名
誉
あ
る
自
殺
の
方
法
が
制
度
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ

る
。
た
だ
、池
上
は
こ
の
著
書
で
、武
士
の
「
名
誉
」
意
識
そ
の
も
の
を
問
題
と
す
る
よ
り
、

む
し
ろ
歴
史
・
社
会
の
変
動
に
お
い
て
武
士
の
「
名
誉
」
を
生
む
原
因
の
解
明
に
力
点
を

置
い
て
い
る
。
例
え
ば
、『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
と
い
っ
た
戦
記
文
学
の
段
階
に

お
け
る
武
士
の
「
名
誉
」
意
識
は
、
池
上
に
お
い
て
、
武
士
の
生
活
基
盤
で
あ
る
「
家
」・

主
従
関
係
・
合
戦
の
形
式
と
の
関
連
で
説
明
さ
れ
る
。

　

中
世
軍
記
物
語
の
専
門
家
で
あ
る
栃
木
孝
惟
は
、『
軍
記
と
武
士
の
世
界
』（
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
一
年
）
の
中
で
、『
平
家
物
語
』
の
武
士
に
関
し
て
、
主
に
そ
の
死
と
生
の

場
面
に
着
目
し
て
言
及
し
て
い
る
。
栃
木
は
ま
ず
、武
士
の
「
家
」
と
の
関
連
に
お
い
て
、

清
経
と
維
盛
の
死
を
考
察
し
て
い
る
。
具
体
的
に
、
清
経
の
死
は
、
一
門
の
運
命
に
離
反

し
、「
家
」
の
あ
る
べ
き
秩
序
に
背
い
た
自
己
の
恣
意
と
資
質
に
殉
じ
た
個
人
的
な
死
で

あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
武
門
の
家
の
解
体
を
意
味
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
維
盛
の

死
は
、
一
門
と
い
う
大
き
な
「
家
」
お
よ
び
妻
子
を
含
め
た
小
さ
な
「
家
」
の
両
方
を
離

脱
し
、
現
世
の
遠
い
彼
方
に
夢
想
を
寄
せ
た
旅
立
ち
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
生
者
の
世

界
の
延
長
に
死
後
の
世
界
の
存
在
を
共
に
信
じ
た
平
重
盛
と
重
衡
を
と
り
あ
げ
、
中
世
の

生
死
観
の
一
端
を
読
み
解
く
の
で
あ
る
二
四
。

　

徳
川
時
代
に
お
け
る
武
士
の
行
動
の
規
範
で
あ
っ
た
武
士
道
に
つ
い
て
論
じ
た
歴
史
学

者
笠
谷
和
比
古
の
『
武
士
道　

そ
の
名
誉
の
掟
』（
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
二
五
で

は
、『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
な
ど
の
軍
記
物
に
あ
る
「
弓
矢
取
る
身
の
習
い
」
や
「
弓

矢
の
道
」
な
ど
に
表
現
さ
れ
る
、
中
世
武
士
の
行
動
規
範
に
触
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
戦
場

に
お
い
て
武
士
が
わ
き
ま
え
て
お
く
べ
き
作
法
で
あ
り
名
誉
の
観
念
に
他
な
ら
な
い
と
指

摘
す
る
。
た
と
え
ば
、
戦
で
武
勲
・
戦
功
を
立
て
る
こ
と
を
第
一
の
名
誉
と
す
る
。

　

松
尾
剛
次
『
太
平
記　

鎮
魂
と
救
済
の
史
書
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
一
年
）
は
、『
太

平
記
』
を
戦
乱
で
の
戦
没
者
へ
の
鎮
魂
を
強
調
す
る
史
書
と
と
ら
え
る
た
め
、
そ
の
中
の

武
士
に
つ
い
て
、
楠
木
正
成
・
正
行
父
子
、
新
田
義
貞
・
義
興
父
子
を
怨
霊
と
な
っ
た
も

の
と
捉
え
て
論
じ
て
い
る
。
一
方
、
足
利
尊
氏
・
直
義
・
直
冬
を
怨
霊
を
鎮
魂
し
た
側
と

捉
え
る
。

　

サ
ム
ラ
イ
が
強
い
精
神
性
を
持
て
た
理
由
に
答
え
よ
う
と
し
、
サ
ム
ラ
イ
の
思
想
・
行

動
を
基
礎
づ
け
た
の
が
近
世
の
「
世
間
」
だ
と
考
え
る
日
本
近
世
史
研
究
の
山
本
博
文
が
、

『
武
士
と
世
間　

な
ぜ
死
に
急
ぐ
の
か
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
三
年
）
の
中
で
、『
平

家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
の
武
士
（
実
盛
、
名
和
長
重
）
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
中
世
武
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軍記物語に描かれた武士像
―　『平家物語』と『太平記』における　―

士
の
名
誉
心
と
死
の
覚
悟
を
研
究
の
主
題
と
し
た
め
で
あ
る
二
六
。

　

中
世
文
学
を
研
究
す
る
佐
伯
真
一
は
、『
戦
場
の
精
神
史　

武
士
道
と
い
う
幻
影
』

（N
H
K

ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
〇
四
年
）
で
『
平
家
物
語
』
の
「
越
中
前
司
最
期
」
や
『
太
平

記
』
の
「
阿
保
・
秋
山
河
原
軍
の
事
」
な
ど
数
多
く
の
だ
ま
し
討
ち
の
シ
ー
ン
を
分
析
し
、

新
渡
戸
を
は
じ
め
と
す
る
武
士
道
論
が
唱
え
る
武
士
の
潔
癖
な
倫
理
・
道
徳
の
虚
像
を
暴

い
て
い
る
。
佐
伯
は
『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
な
ど
の
武
士
の
行
動
の
記
述
を
中
心

に
検
討
す
る
こ
と
で
、
勇
敢
で
立
派
な
振
る
舞
い
を
し
た
敵
を
助
け
る
、
功
名
争
い
・
自

己
顕
示
の
た
め
の
名
乗
り
・
一
騎
打
ち
・
組
み
打
ち
、
奇
襲
・
夜
討
ち
・
だ
ま
し
討
ち
な

ど
、
謀
略
と
虚
偽
を
肯
定
す
る
戦
場
独
特
の
倫
理
感
覚
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

倫
理
学
の
菅
野
覚
明
は『
武
士
道
の
逆
襲
』（
講
談
社
現
代
新
書
、二
〇
〇
四
年
）の
中
で
、

『
葉
隠
』
的
武
士
道
と
、儒
教
的
士
道
が
共
に
目
指
し
て
い
る
理
想
の
当
体
と
し
て
の
「
本

来
の
武
士
道
」
を
課
題
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
武
士
道
の
根
源
で
あ
る
「
実
力
」
の

項
を
と
り
あ
げ
、「
名
」は
実
力
の
表
現
で
あ
る
と
見
る
。
こ
の「
名
」に
つ
い
て
、特
に『
平

家
物
語
』
の
「
実
盛
の
最
期
」
の
場
面
を
と
り
あ
げ
、
実
盛
の
最
期
の
さ
ま
は
、
名
を
惜

し
む
武
士
の
あ
る
べ
き
姿
の
典
型
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
主
君
と
死
生
を
共
に
す
る

家
来
の
究
極
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、
今
井
兼
平
を
取
り
上
げ
て
説
明
す
る
。

　
「
武
士
道
の
歴
史
的
変
容
」（
武
士
道
の
思
想
史
）
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
る
研
究
に
、

小
澤
富
夫
の
『
歴
史
と
し
て
の
武
士
道
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
五
年
）
が
あ
る
。
小

澤
は
、
源
氏
武
士
の
死
の
場
面
と
対
比
し
な
が
ら
、
平
忠
度
・
敦
盛
・
維
盛
・
清
経
ら
平

家
の
武
士
の
最
期
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
ら
の
武
士
に
よ
る
武
門
平
家
の
解
体
を
も
た
ら
す

末
路
の
情
景
を
、「
盛
者
必
衰
」
の
描
写
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
武
士
道
の
「
道
」

に
お
け
る
文
武
兼
備
の
貴
族
的
武
士
道
の
終
焉
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
新
た
な

観
点
を
提
示
す
る
。
ま
た
、
佐
藤
嗣
信
な
ど
を
と
り
あ
げ
、
死
後
の
名
を
惜
し
む
鎌
倉
武

士
道
を
指
摘
す
る
。
一
方
、『
太
平
記
』
の
武
士
に
つ
い
て
、
楠
木
正
成
の
最
期
の
念
仏

（
同
じ
人
間
界
に
生
ま
れ
て
朝
敵
を
討
っ
て
本
懐
を
遂
げ
る
）
を
と
り
あ
げ
、『
平
家
物
語
』

の
平
家
の
武
将
の
最
期
に
見
ら
れ
た
「
往
生
念
仏
」
と
は
違
っ
た
「
南
北
朝
武
士
道
」
を

提
示
す
る
。

　

中
世
軍
記
物
語
を
中
心
と
す
る
文
学
研
究
者
、
日
下
力
に
は
、『
保
元
物
語
』『
平
治
物

語
』『
平
家
物
語
』『
承
久
記
』
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
共
有
す
る
性
格
と
本

質
に
つ
い
て
論
じ
た
『
い
く
さ
物
語
の
世
界―

中
世
軍
記
文
学
を
読
む
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
特
に
「
平
家
物
語
」
に
つ
い
て
、
日
下
は
西
洋
の

叙
事
詩
と
比
較
し
な
が
ら
、
生
死
に
関
わ
る
根
源
的
な
苦
悩
を
表
現
し
た
熊
谷
直
実
、
指

揮
官
と
し
て
の
魅
力
と
悲
劇
を
招
く
資
質
の
両
方
を
兼
備
す
る
義
経
、
息
子
知
章
を
死
な

せ
た
た
め
煩
悶
す
る
知
盛
、
起
死
回
生
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
る
教
経
、
子
の
た
め
に
悩
み
苦

し
む
心
弱
き
宗
盛
、
固
い
主
従
愛
の
木
曾
義
仲
と
今
井
兼
平
、
運
命
を
自
覚
す
る
知
盛
、

お
の
れ
の
誇
り
の
た
め
に
行
動
す
る
実
盛
・
妹
尾
兼
康
・
那
須
与
一
な
ど
を
挙
げ
、
い
く

さ
物
語
の
人
々
の
多
様
な
生
き
方
、
死
に
方
を
伝
え
る
日
本
の
軍
記
文
学
の
独
特
の
世
界

を
読
者
に
提
示
す
る
。

　

以
上
挙
げ
て
き
た
、き
わ
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
な
さ
れ
た
研
究
を
概
観
す
る
と
、

佐
伯
、
相
良
、
山
本
、
小
澤
、
笠
谷
、
菅
野
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
書
の
中
で
、「
武
士
道
」

と
の
関
連
に
お
い
て
、
武
士
の
戦
場
倫
理
・
気
質
・
精
神
・
意
識
・
行
動
規
範
に
つ
い
て

考
察
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
名
（
名
誉
）
を
重
ん
じ
、
死
の
覚
悟
を
持

つ
武
士
の
特
徴
を
両
軍
記
物
語
か
ら
検
証
し
て
い
る
。「
名
」
と
い
う
表
現
こ
そ
使
わ
な

い
が
、
日
下
力
も
「
お
の
れ
の
誇
り
の
た
め
に
」
行
動
す
る
実
盛
・
妹
尾
兼
康
・
那
須
与

一
に
つ
い
て
触
れ
る
。
ま
た
、池
上
英
子
も『
平
家
物
語
』や『
太
平
記
』の
武
士
の「
名
誉
」

を
重
ん
じ
る
精
神
を
指
摘
し
て
い
る
。
栃
木
は
作
品
の
武
士
を
、
時
代
背
景
・
構
想
・
主

題
に
合
わ
せ
て
論
じ
、
武
士
を
含
め
た
中
世
の
人
々
の
死
生
観
も
読
み
解
い
て
い
る
。
そ

う
し
た
中
で
、
松
尾
剛
次
の
『
太
平
記　

鎮
魂
と
救
済
の
史
書
』
は
、
多
少
特
別
な
も
の

と
し
て
目
立
つ
研
究
で
あ
る
。
戦
後
、「
平
家
物
語
ほ
ど
運
命
と
い
う
問
題
を
と
り
あ
げ

た
古
典
も
少
な
い
だ
ろ
う
」
二
七
と
述
べ
た
石
母
田
正
が
、『
平
家
物
語
』
を
運
命
を
語
る

書
と
捉
え
て
、
平
重
盛
・
平
知
盛
・
実
盛
を
運
命
の
予
言
者
と
捉
え
た
の
も
松
尾
と
同
様

の
、『
平
家
物
語
』
あ
る
い
は
『
太
平
記
』
を
い
か
な
る
作
品
と
捉
え
る
か
に
よ
る
、
武

士
に
対
す
る
見
方
で
あ
る
。
た
だ
、こ
れ
ら
の
諸
研
究
に
お
い
て
、『
平
家
物
語
』
と
比
べ
、

『
太
平
記
』
か
ら
の
引
用
が
少
な
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

六　

本
研
究
の
視
点
と
方
法

　　

か
つ
て
、『
平
家
物
語
』
も
『
太
平
記
』
も
、
政
治
的
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
し
て
、
両
作
品
に
描
か
れ
た
武
士
も
、
そ
の
時
々
の
社
会
状
況
に
応
じ
て
、
限
ら
れ
た

面
だ
け
で
捉
え
ら
れ
た
場
合
が
あ
る
。
平
清
盛
を
例
に
と
っ
て
言
え
ば
、江
戸
時
代
の『
大

日
本
史
』
の
中
で
は
、
意
の
ま
ま
に
殺
生
を
行
い
、
勝
手
に
福
原
へ
都
を
遷
し
て
摂
関
や

公
卿
を
苦
し
め
た
奸
雄
だ
と
さ
れ
た
が
、
明
治
に
な
り
、
ロ
マ
ン
主
義
の
影
響
に
よ
っ
て
、

ま
た
「
英
雄
」
だ
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
た
理
由
の
一
つ
に
、

物
語
に
描
か
れ
た
本
来
の
武
士
を
読
む
側
の
所
在
す
る
当
時
の
社
会
・
思
想
状
況
に
合
わ
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于　　　君

せ
て
見
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
じ
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
で
も
、

読
み
方
に
よ
っ
て
、
そ
の
中
に
描
か
れ
た
武
士
に
対
す
る
解
釈
も
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ

る
。

　

前
述
し
た
多
く
の
研
究
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
の
立
場
が
違
う
に
も
関
わ
ら
ず
、

武
士
の
思
想
の
あ
る
側
面
を
、
物
語
に
取
材
し
て
論
じ
、
明
治
期
あ
る
い
は
戦
時
中
の
よ

う
に
「
日
本
精
神
」・「
英
雄
」
な
ど
と
い
っ
た
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
ま
た
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
な
言
葉
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
実
証
的
に
そ
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

点
で
、
と
も
に
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の

著
書
で
『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
を
と
り
あ
げ
る
際
に
、多
く
の
著
者
が
「
名
」（
名
誉
）

を
問
題
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
武
士
の
思
想
・
精
神
は
決
し
て
「
名
」
だ
け
に
留
ま
ら

な
い
。
た
と
え
ば
、
平
重
盛
は
『
平
家
物
語
』
の
中
で
、「
忠
臣
孝
子
」
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。『
太
平
記
』
の
中
の
楠
木
正
成
も
「
忠
臣
」
と
さ
れ
る
。「
忠
」
や
「
孝
」
と
い
っ

た
概
念
は
武
士
と
無
縁
の
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

津
田
左
右
吉
が
、『
平
家
物
語
』
な
ど
の
戦
記
も
の
に
こ
う
い
っ
た
言
葉
が
現
れ
て
い

る
の
は
、
そ
の
書
き
手
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
物
が
儒
学
や
仏
典
の
文
字
上
の
知
識
を

持
っ
た
僧
徒
で
あ
る
た
め
だ
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
凡
そ
は
此
の
お
と
ど
、
文
章
う
る
は
し
う
し
て
、
心
に
忠
を
存
じ
、
才
芸
す
ぐ
れ
て
、

詞
に
徳
を
兼
ね
給
へ
り
」（
巻
第
三
「
医
師
問
答
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
理
想
的
な
人
間
像

と
し
て
平
重
盛
が
語
り
だ
さ
れ
た
事
実
は
、
武
士
を
含
め
た
当
時
の
よ
り
広
範
な
民
衆
に

と
っ
て
、
何
が
重
要
視
さ
れ
た
か
を
示
唆
す
る
。
ま
た
、
平
重
盛
以
外
に
、『
平
家
物
語
』

の
中
の
ほ
か
の
武
士
に
つ
い
て
語
る
時
、
あ
ま
り
「
忠
」
や
「
孝
」
と
い
っ
た
概
念
を
使

わ
な
い
点
も
注
目
に
値
す
る
。
一
方
、『
平
家
物
語
』と
比
べ
、『
太
平
記
』に
お
い
て
は「
忠
」

や
「
孝
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
儒
教
的
な
考
え
と
し
て
の
「
忠
」
と
「
孝
」
は
突
然
、

『
平
家
物
語
』
が
成
立
し
た
時
代
に
現
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
両
軍
記
物
に
現
れ
る
「
忠
」

と
「
孝
」
を
、
い
か
な
る
場
面
や
文
脈
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
言
葉
が
使
用
さ
れ
た
の
か
に

留
意
し
、
武
士
の
気
質
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

前
に
、
同
じ
物
語
の
中
の
武
士
に
対
す
る
各
時
代
の
違
う
評
価
は
、
そ
の
時
々
の
社
会
・

思
想
状
況
の
影
響
下
に
成
り
立
っ
た
捉
え
か
た
だ
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
当
時
の

時
代
思
想
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
物
語
の
中
に
描
か
れ

た
武
士
を
な
ぜ
当
時
の
時
代
思
想
と
重
ね
合
わ
せ
て
議
論
す
る
事
が
出
来
た
の
か
、
そ
の

背
後
に
潜
む
問
題
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
の
本
文
に
、
平
清
盛
に
つ
い
て
、
摂
関
や
公

卿
を
苦
し
め
た
記
述
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
江
戸
時
代
で
は
奸
雄
だ
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
清
盛
の
最
期
の
時
の
言
葉
に
従
来
の
因
果
応
報
を
信
じ
な
い
と
い
う
古
い
秩
序
を

打
破
す
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
明
治
で
は
「
英
雄
」
だ
と
さ
れ
た
の
で
あ

る
。『
太
平
記
』
の
楠
木
正
成
に
つ
い
て
も
、
彼
の
「
忠
臣
」
的
側
面
と
「
悪
党
」
的
側

面
の
両
方
を
兼
備
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、
あ
る
時
期
に
は
「
忠
臣
」、
あ
る

時
期
に
は
「
悪
党
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
後
代
に
お
け
る
武
士
の
イ
メ
ー

ジ
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
理
由
を
、
物
語
に
お
け
る
武
士
に
対
す
る
多
様
な
叙
述

そ
の
も
の
に
求
め
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

　

本
研
究
で
は
、
両
軍
記
物
語
の
叙
述
（
描
き
方
・
語
り
）
を
中
心
に
考
察
す
る
が
、
そ

の
中
で
も
、
叙
述
に
実
在
す
る
「
名
」「
忠
」「
孝
」「
恩
」
と
い
っ
た
生
の
言
葉
（
概
念
）

か
ら
、
武
士
の
姿
を
読
み
解
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
た
だ
、
先
に
断
っ
て
お
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
は
、
本
研
究
が
目
指
す
の
は
、
あ
く
ま
で
も
軍
記
物
語
の
中
に
描
か
れ
た

武
士
の
理
想
的
な
諸
相
そ
の
も
の
を
明
ら
か
に
摘
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
こ
そ
が
武
士
の
本
当
の
思
想
で
あ
る
と
い
っ
た
主
張
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
両
作
品
の

中
で
、
も
と
も
と
ど
の
よ
う
な
武
士
像
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
現
代
の
私
た
ち
の
「
武
士
」
に
つ
い
て
の
様
々
な
理
解
が
形
成
さ
れ
た
、

そ
の
起
源
を
探
る
こ
と
の
一
歩
と
し
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
二
八
。

【
注
】

一　

尾
崎
雄
二
郎
編
『
中
国
文
化
史
大
事
典
』
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
三
年
、
三
二
八―

三
二
九
、
参
照
。

二　

子
安
宣
邦
編
『
日
本
思
想
史
辞
典
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
一
年
、「
忠
孝
論
」
の
項

を
参
照
。

三　

も
と
も
と
英
文
で
書
か
れ
、
一
八
九
九
年
に
ア
メ
リ
カ
で
刊
行
さ
れ
た
。
本
稿
の
引

用
は
、
新
渡
戸
稲
造
著
・
矢
内
原
忠
雄
訳
『
武
士
道
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
三
八
年
、

八
五
頁
）
に
よ
る
。

四　

前
掲
書
『
武
士
道
』、
八
八
頁
。

五　

佐
伯
真
一
は
『
戦
場
の
精
神
史　

武
士
道
と
い
う
幻
影
』（N

H
K

ブ
ッ
ク
ス
、

二
〇
〇
四
年
、
一
九
二
頁
）
の
中
で
、「「
武
士
道
」
と
は
、
あ
る
論
者
に
と
っ
て
は
日

本
固
有
の
武
士
の
思
想
の
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
論
者
に
と
っ
て
は
儒
教
の
日
本
的
変
容

の
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
論
者
に
と
っ
て
は
自
立
し
た
個
人
を
基
礎
と
し
た
主
従
関
係
の

こ
と
で
あ
り
、
あ
る
論
者
に
と
っ
て
は
主
君
と
惚
れ
合
う
男
と
男
の
関
係
の
こ
と
で
あ
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り
、
あ
る
論
者
に
と
っ
て
は
支
配
階
級
と
し
て
の
責
任
感
の
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
論
者

に
と
っ
て
は
虚
飾
を
排
す
る
潔
い
姿
勢
の
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
論
者
に
と
っ
て
は
敵
に

対
し
て
正
々
堂
々
た
る
戦
い
を
挑
む
倫
理
観
の
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
論
者
に
と
っ
て
は

鎧
の
色
目
な
ど
に
も
気
を
配
る
美
意
識
の
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
武
士
道
」
解
釈

の
多
様
性
を
示
し
て
い
る
。
後
文
に
あ
げ
る
菅
野
覚
明
は
『
武
士
道
の
逆
襲
』
の
中
で
、

武
士
道
は
第
一
義
に
戦
闘
者
の
思
想
だ
、と
指
摘
す
る
（
二
〇
頁
）。
山
本
博
文
は
、『
武

士
道
の
名
著
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
三
年
）
の
中
で
、
武
士
道
は
、
武
士
に
求
め
ら

れ
た
厳
し
い
道
徳
律
を
言
う
言
葉
で
あ
る
、
と
言
う
（
二
頁
）。
こ
れ
ら
の
「
武
士
道
」

解
釈
の
共
通
点
と
し
て
は
、
共
に
武
士
の
内
的
精
神
面
に
着
目
し
て
述
べ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
本
研
究
で
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
物
語
に
描
か
れ
る
武
士
の
姿
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
指
す
た
め
、
よ
り
網
羅
的
な
言
葉
と
し
て
、「
武
士
像
」
を
使
う
。

六　

そ
の
一
つ
に
、
例
え
ば
、
モ
ー
リ
ス
・
パ
ン
ゲ
『
自
死
の
日
本
史
』（
筑
摩
書
房
、

一
九
八
六
年
）
が
あ
る
。

七　

笠
谷
和
比
古
『
武
士
道　

侍
社
会
の
文
化
と
倫
理
』N

T
T

出
版
、
二
〇
一
四
年
。

八　

菅
野
覚
明
『
武
士
道
の
逆
襲
』、
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
四
年
、
三
〇
頁
。

九　

前
掲
書
『
戦
場
の
精
神
史　

武
士
道
と
い
う
幻
影
』、
相
良
亨
『
武
士
道
』（
初
版

は
塙
新
書
、
一
九
八
六
年
）、
小
澤
富
夫
『
武
士　

行
動
の
美
学
』（
玉
川
大
学
出
版

部
、
一
九
九
四
年
）、
笠
谷
和
比
古
『
武
士
道　

そ
の
名
誉
の
掟
』（
教
育
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
）、
菅
野
覚
明
『
武
士
道
の
逆
襲
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
四
年
）、

小
澤
富
夫
『
歴
史
と
し
て
の
武
士
道
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
『
武
士
の
精
神
と
そ
の
歩
み―

武
士
道
の
社
会
思
想
史
的
考
察―

』

（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）、
山
本
博
文
『
武
士
道
の
名
著
』（
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
〇
三
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
〇　

理
由
と
し
て
、「
武
士
道
」
と
い
う
言
葉
自
体
が
ほ
と
ん
ど
中
世
の
文
献
に
出
て
来

な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
世
武
士
の
「
思
想
」
は
、「
武
士
道
」
と
い

う
言
葉
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
言
葉
を
使
わ
な
い
ま
ま
、
戦
い
の
中
に
自
ず
と
現

わ
れ
て
く
る
。
こ
れ
も
本
研
究
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

一
一　

軍
記
物
・
戦
記
物
語
・
戦
記
文
学
な
ど
と
も
い
う
。
武
士
と
合
戦
は
、
そ
の
定
義

を
な
す
時
の
不
可
欠
な
二
要
素
で
あ
る
。

一
二　

小
澤
富
夫
『
武
家
家
訓
・
遺
訓
集
成
』（
増
補
改
訂
版
、ぺ
り
か
ん
社
、二
〇
〇
三
年
）

の
「
序
」
を
参
照
。

一
三　

北
条
重
時
が
一
家
の
主
人
と
し
て
、
嫡
男
で
あ
る
北
条
長
時
に
宛
て
た
教
訓
書
、

軍
記
も
の
の
『
平
家
物
語
』
と
ほ
ぼ
同
じ
成
立
時
期
で
あ
る
。

一
四　

前
掲
書
『
武
家
家
訓
・
遺
訓
集
成
』、
二
二
頁
。

一
五　

津
田
左
右
吉
『
文
学
に
現
は
れ
た
る
我
が
国
民
思
想
の
研
究
』（
三
）
岩
波
書
店
、

一
九
七
七
年
（
初
出
は
一
九
一
七
年
）、
六
三―

六
四
頁
、
参
照
。

一
六　

今
日
多
く
読
ま
れ
る
テ
キ
ス
ト
は
、
一
三
七
一
年
に
死
去
し
た
琵
琶
法
師
の
覚
一

が
、
弟
子
た
ち
に
伝
授
し
た
覚
一
本
を
底
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
も
、「
東

京
大
学
国
語
研
究
室
所
蔵
の
『
平
家
物
語
』（
旧
高
野
辰
之
氏
所
蔵
。
通
称
、
高
野
本
、

覚
一
別
本
）
を
用
い
、
覚
一
糸
の
諸
本
お
よ
び
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
板
本
（
元
和

版
）
屋
代
本
、
真
字
熱
田
本
、
正
節
本
な
ど
を
参
照
」
し
た
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
『
平
家
物
語
①
／
②
』（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）
を
使
用
す
る
。

一
七　

石
毛
忠
編
『
日
本
思
想
史
辞
典
』
出
川
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
七
五
頁
の
「
軍

記
物
語
」
の
項
を
参
照
。

一
八　

以
上
は
、
大
津
雄
一
『『
平
家
物
語
』
の
再
誕　

作
ら
れ
た
国
民
叙
事
詩
』（N

H
K

出
版
、
二
〇
一
三
年
）、
及
び
石
母
田
正
『
平
家
物
語
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
）

を
参
照
。

一
九　

こ
こ
で
い
う
武
士
道
書
と
は
、江
戸
時
代
の
『
甲
陽
軍
艦
』、『
葉
隠
』、『
武
道
初
心
集
』

の
よ
う
な
書
物
群
を
指
す
。

二
〇　

本
稿
は
二
〇
一
〇
年
、
講
談
社
学
術
文
庫
版
を
参
照
。

二
一　

こ
こ
で
の
引
用
に
つ
い
て
、
相
良
は
『
保
元
物
語
』
か
ら
引
く
が
、
前
掲
『
平
家

物
語
①
』
に
も
、「
い
く
さ
は
又
、
親
も
う
た
れ
よ
子
も
う
た
れ
よ
、
死
ぬ
れ
ば
乗
り

こ
え
乗
り
こ
え
た
た
か
ふ
候
」
と
似
た
よ
う
な
台
詞
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、『
太
平
記
』

に
も
こ
れ
と
類
似
す
る
語
り
が
見
ら
れ
る
。

二
二　

森
本
醇
訳
・
池
上
英
子
著
『
名
誉
と
順
応　

サ
ム
ラ
イ
精
神
の
歴
史
社
会
学
』

N
T
T

出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
頁
、
参
照
。

二
三　

本
書
は
、
欧
米
の
日
本
に
対
す
る
謎
（
国
民
に
集
団
主
義
の
考
え
方
と
現
状
維
持

の
態
度
を
何
よ
り
も
重
ん
じ
て
、
個
人
主
義
と
大
胆
な
革
新
は
軽
ん
ず
る
よ
う
に
奨
励

し
て
い
る
社
会
が
、
工
業
化
と
企
業
経
営
の
分
野
で
ど
う
し
て
あ
れ
ほ
ど
の
成
功
を
お

さ
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
）
に
答
え
よ
う
と
す
る
試
み
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日

本
の
精
神
文
化
を
武
士
の
文
化
的
発
展
の
分
析
を
通
し
て
解
明
す
る
書
だ
と
理
解
し
て

も
い
い
（
本
書
の
「
は
じ
め
に
」
を
参
照
）。

二
四　

そ
れ
以
外
に
、
栃
木
は
、『
平
家
物
語
』
の
中
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
沿
っ
て
、
義

仲
と
義
経
の
人
間
像
に
つ
い
て
も
観
察
し
た
。
本
書
で
は
、
武
士
以
外
に
、
貴
族
や
、
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于　　　君

武
士
の
妻
女
、
建
礼
門
院
、
安
徳
天
皇
な
ど
も
扱
わ
れ
、
ま
た
作
品
論
を
も
展
開
し
、

軍
記
物
語
の
面
白
さ
と
武
士
の
多
様
な
世
界
を
読
者
に
見
せ
て
く
れ
る
。

二
五　

本
書
に
お
い
て
、
笠
谷
は
『
葉
隠
』『
武
道
初
心
集
』
と
い
っ
た
思
想
と
し
て
の
武

士
道
書
も
と
り
あ
げ
る
が
、
武
士
の
日
常
行
動
の
中
で
も
ろ
も
ろ
の
問
題
に
遭
遇
し
た

際
の
、
武
士
と
し
て
正
当
だ
と
さ
れ
る
応
対
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
行
動
形
態
と
し
て
の
武

士
道
に
つ
い
て
、
個
々
の
事
件
を
め
ぐ
る
断
片
的
事
実
の
積
み
重
ね
を
通
し
て
論
じ
て

い
る
。

二
六　

こ
の
よ
う
な
武
士
の
「
名
を
惜
し
む
」
心
理
は
、
武
士
社
会
の
中
で
要
請
さ
れ
る
、

と
山
本
は
述
べ
る
（
山
本
博
文
『
武
士
と
世
間　

な
ぜ
死
に
急
ぐ
の
か
』
中
央
公
論
新

社
、
二
〇
〇
三
年
、
六
八―
六
九
頁
）
を
参
照
。

二
七　

石
母
田
正
『
平
家
物
語
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
、
九
頁
。

二
八　
「
武
士
」
に
は
も
と
も
と
、
あ
る
現
実
の
姿
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は

時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
。
場
合
に
よ
っ
て
、
作
品
の
中
の
語
り
（
あ
る
い
は
、
描
き
方
）

に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
「
武
士
像
」
が
出
現
す
る
。
吉
川
英
治
『
宮
本
武
蔵
』
が
そ
の
典

型
で
あ
る
。

（
主
任
指
導
教
員　

中
村
春
作
）
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The Samurai Image in Gunki Monogatari
─　Heike monogatari and Taiheiki　─

 Yu Jun

Abstract: To think about why Samurai is an important way to recognize Japanese or Japanese 
culture. I will make a study about the thought of Samurai in Gunki monogatari. While, with so 
many works in Gunki monogatari, Heike monogatari and Taiheiki are the most popular which 
were read by the widely people in Japan. In recent years, there are many studies of Samurai in 
Heike monogatari and Taiheiki by an ideological situation. And, the most of them are associated 
with the honor of Samurai. But, except the honor, there is also some other temperaments about 
Samurai, such as, Tyu, Kou, On. In fact, there are so much description about Samurai by used 
the words Tyu/Kou/On in Heikei monogatari or taiheiki. In my study, I will try to analyse the 
meaning of Honor/Tyu/Kou/On, and how they were be accepted by Samurai.

Key words: Gunki monogatari, samurai image, Heike monogatari, Taiheiki
キーワード：軍記物語，武士像，平家物語，太平記
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